
日 水月 木火 金 土

　

本
年
は
「
昭
和
１
０
０
年
」
に
あ

た
る
節
目
の
年
で
す
が
、
こ
の
元
号

「
昭
和
」
を
考
案
し
た
の
は
、
み
や
こ

町
出
身
の
「
吉
田
増
蔵
」
で
す
。

　
「
昭
和
」
は
、
現
在
「
世
界
で
最
も
長

く
続
い
た
元
号
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
当
館
で
は
、
こ
の
メ
モ
リ
ア

ル
イ
ヤ
ー
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
２
年

前
に
制
作
し
た
、
み
や
こ
町
先
人
マ
ン

ガ
「
吉
田
兄
弟
物
語
」
に
描
か
れ
た
彼

の
生
涯
や
功
績
な
ど
に
つ
い
て
、
現
在
、

パ
ネ
ル
展
示
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
元
号
「
昭
和
」
及
び
現
在
の
上

皇
陛
下
（
平
成
に
即
位
し
た
天
皇
陛
下
）

の
名
前
・
称
号
が
考
案
さ
れ
た
過
程
を

詳
し
く
、
分
か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲ 曳手も集まり動き出す準備万端の続命院区の曳山

▲ 長政を悼むかのような雨も心配される天気でしたが幸
　いに降雨はなく、法要は無事終了しました

▲ 左：「四方鬼」の舞（横瀬）／右：「御先」の舞（光冨）

▲ 蔵持山神社では氏子の歓迎の中神事が行われ、神（仏）人
　が揃って今年の平安を祈願していました

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
６
月
７
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
６
月
14
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
６
月
21
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
６
月
28
日
（
土
）
10
時
～

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
町
の
宝
（
文
化
遺
産
）
を
３
つ
の
ア
ク
シ
ョ

ン
＝
①
ガ
イ
ド
（
案
内
）
②
ガ
ー
ド
（
管
理
）

③
ワ
ー
ク
（
調
査
＆
学
び
支
援
）
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
＆
養
成
す
る
講
座

で
す
。
ヤ
ル
気
と
元
気
が
あ
る
方
な
ら
町
内

外
不
問
で
途
中
か
ら
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
貴
方
も
町
の
宝
の
魅
力
を
護
り
発
信
す
る

活
動
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

※ 

月
１
回
程
度
の
活
動
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
申
込
時
に
詳
細
を
案
内
し
ま
す
。

※
申
込
先　
☎
３
３-

４
６
６
６
へ

◆ 

講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

 
６
月
の
歴
史
講
座

文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座（
第
10
期
）参
加
者
募
集
！

　４月29日（火）、当館の常設展示資料・金
銅十一面観音懸仏が祭礼のため蔵持山神社
へ一次返却されました。永年続くこの慣わし
はいわば「年に一度の神（仏）様の里帰り」。
祭礼終了後は無事、館に戻られました。

　５月３日（土）、横瀬・光冨地区で豊前神楽の
奉納が行われました。
　横瀬では「カワイイ鬼」たちによる「四方鬼」
の舞が、光冨では迫力ある「御先」の舞が披露
され、どちらも大賑いの一夜でした。

　５月１日（木）、甲塚墓地で郡長正公155
回忌法要が行われました。
　法要には長政自刃の舞台となった育徳館
高校からも生徒代表2名が参列し、同年代の
若者の死に、真摯な祈りを捧げていました。

　５月10・11日（土・日）、犀川生立で「生立
八幡神社山笠」行事が行われました。
　昨年から始まった自衛隊員の応援が加わ
る中、山笠は曳山も舁山もスムーズに動座
し、奉納は無事終了しました。

みやこ町歴史民俗博物館

休館日　※情報はR7.5.16 現在
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▲ 元号発表体験コーナー。官房長官になりきって写真撮影！

▲ マンガの場面を分かりやすくパネルで展示しています。

◆ 

博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

「
昭
和
一
〇
〇
年
記
念
」

「
吉
田
増
蔵
の
生
涯
と
功
績
」

　
パ
ネ
ル
展
示
実
施
中
！



大
阪
万
博
（
万
国
博
覧
会
）
開
幕

　

４
月
13
日
、「
大
阪
万
博
」
が
開
幕
し
ま

し
た
。「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ

イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
10
月
13
日
ま
で
開
催

さ
れ
る
、
こ
の
博
覧
会
の
正
式
名
称
は
、

「
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
」
で
す
。

国
際
博
覧
会
が
国
内
で
開
催
さ
れ
る
の
は

２
０
０
５
年
の
「
愛
・
地
球
博
」
以
来
で
、

大
阪
開
催
は
55
年
ぶ
り
２
回
目
と
な
り
ま

す
。
今
回
の
万
博
は
、
１
５
８
の
国
や
地

域
が
参
加
す
る
、
史
上
初
の
「
海
上
万
博
」

で
、
１
周
約
２
km
を
測
る
、
世
界
最
大
級

の
木
造
建
築
物
と
な
る
「
大
屋
根
リ
ン
グ
」、

「
空
飛
ぶ
車
」
な
ど
が
開
催
の
目
玉
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
博
覧
会
」
と
は
「
様
々
な
物

品
を
集
め
て
展
示
・
公
開
す
る
催
し
」
の

こ
と
で
、
最
古
の
「
国
内
博
覧
会
」
は
、

２
２
７
年
前
に
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
開
催

さ
れ
、
そ
の
後
、
各
国
で
開
催
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

第
１
回
の
「
国
際
博

覧
会
」
は
１
７
４
年
前
に
イ
ギ
リ
ス
の
ロ

ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本

の
国
際
博
覧
会
参
加
は
、
こ
の
16
年
後
に

開
催
さ
れ
た
「
第
２
回
パ
リ
万
博
」
が
初

め
て
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
日
本
初
と
な
る
政
府
主
導
で

開
催
さ
れ
た
博
覧
会
運
営
に
尽
力
し
、
第

２
回
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
見
学
を
き
っ
か

け
に
、
西
洋
諸
国
と
の
技
術
格
差
を
克
服

す
る
た
め
に
、
想
像
を
絶
す
る
苦
労
の
末
、

国
内
の
産
業
振
興
の
発
展
に
貢
献
し
た
、

み
や
こ
町
出
身
の
人
物
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

し
た
。
そ
の
結
果
、
フ
ラ
ン
ス
が
２
０
０

年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て
構
築
し
た
麻
の

栽
培
か
ら
機
械
を
用
い
た
帆
布
製
造
に
至

る
一
連
の
技
術
や
知
識
を
わ
ず
か
３
年
と

い
う
短
期
間
で
習
得
し
ま
す
。
し
か
し
こ

の
時
の
無
理
が
た
た
り
、
重
い
喘ぜ

ん
そ
く息
の
持

病
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

製
麻
工
場
の
設
立

　

明
治
14
年
（
１
８
８
１
）
に
帰
国
し
た

健
作
は
、
休
む
こ
と
な
く
製
麻
工
場
建
設

の
意
見
書
・
予
算
書
な
ど
を
農
商
務
省
に

提
出
し
ま
す
。
近
代
的
な
工
場
設
立
に
は

数
々
の
困
難
が
伴
い
ま
し
た
が
、
献
身

的
な
努
力
で
こ
れ
を
克
服
し
、
明
治
19
年

（
１
８
８
５
）
11
月
、
現
在
の
滋
賀
県
大
津

市
に
日
本
初
の
近
代
的
な
製
麻
工
場
「
近

江
製
絲
紡
織
会
社
」
が
開
業
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
健
作
の
指
揮
に
よ
り
、
明
治
23

年
（
１
８
９
０
）
４
月
に
は
現
在
の
栃
木

県
に
「
下
野
麻
紡
織
会
社
」、
同
年
７
月
に

は「
北
海
道
製
麻
会
社
」が
開
業
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
製
麻
工
場
は
、
大
久
保
利
通
が

目
指
し
た
「
日
本
の
近
代
化
」
の
一
翼
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

健
作
の
死
と
故
郷

　

明
治
25
年
（
１
８
９
２
）
２
月
５
日
、

健
作
は
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
に
患

わ
ず
ら

っ
た
喘
息

の
悪
化
に
よ
り
41
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り

ま
す
。
彼
は
生
前
、農
業
振
興
策
に
も
努
め
、

農
民
の
生
活
安
定
・
向
上
の
た
め
様
々
な

作
物
栽
培
も
試
み
て
い
ま
す
。
文
字
通
り

身
を
削
っ
て
短
期
間
で
外
国
の
先
進
技
術

を
習
得
し
、
国
の
近
代
化
に
努
め
た
だ
け

で
は
な
く
、
故
郷
の
発
展
や
農
民
の
生
活

向
上
ま
で
を
視
野
に
、
産
業
・
農
業
振
興

に
取
り
組
ん
だ
故
郷
の
先
人
の
功
績
を
永

く
後
世
ま
で
伝
え
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
井
上
信
隆
）

風
土
に
適
し
た
亜
麻
の
栽
培
か
ら
帆
布
製

造
に
い
た
る
一
連
の
技
術
研
究
に
没
頭
し

ま
す
が
限
界
を
感
じ
、
外
国
の
先
進
地
視

察
の
要
望
書
を
内
務
省
の
上
司
に
提
出
し

ま
す
。
彼
の
熱
意
が
届
き
、
後
に
内
閣
総

理
大
臣
と
な
る
松ま

つ
か
た
ま
さ
よ
し

方
正
義
が
、
明
治
11
年

（
１
８
７
８
）、
当
時
開
催
さ
れ
て
い
た
パ

リ
万
国
博
覧
会
を
視
察
す
る
こ
と
に
な
り
、

健
作
は
、
こ
れ
に
随
行
す
る
形
で
フ
ラ
ン

ス
へ
の
渡
航
が
許
可
さ
れ
ま
す
。
こ
の
渡

航
船
に
は
、
偶
然
に
も
別
の
目
的
で
渡
航

す
る
末
松
謙
澄
が
同
乗
し
て
お
り
、
同
郷

の
２
人
は
異
国
の
地
で
、
国
の
発
展
の
た

め
に
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
フ
ラ
ン

ス
で
は
、
パ
リ
を
舞
台
に
１
８
５
５
年
以

降
、
８
回
の
国
際
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
吉
田
健
作
が
視
察
し
た
の
は

３
回
目
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
す
。
36
ヶ

国
が
参
加
し
た
、
こ
の
博
覧
会
は
、
明
治

11
年
（
１
８
７
８
）
５
月
20
日
か
ら
11
月

10
日
ま
で
の
開
催
会
期
中
に
１
６
１
６
万

人
が
来
場
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ハ
ム
・
ベ
ル

の
電
話
機
を
は
じ
め
、
み
や
こ
町
出
身
の

岩い
わ
だ
れ
く
に
ひ
こ

垂
邦
彦
が
電
気
工
学
を
学
ん
だ
、
ト
ー

マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
の
蓄
音
機
や
、
自
動
車

が
出
品
さ
れ
る
な
ど
、
当
時
を
代
表
す
る

発
明
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

パ
リ
万
国
博
覧
会
を
見
聞
し
た
吉
田
健

作
は
、
西
洋
と
日
本
と
の
国
力
・
技
術
力

の
圧
倒
的
な
格
差
を
目
の
当
た
り
に
し
ま

す
。
現
実
を
痛
感
し
た
健
作
は
、
改
め
て

製
麻
業
の
機
械
化
と
工
場
建
設
の
急
務
を

訴
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
当
時
、
繊

維
工
業
の
先
進
都
市
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス

北
部
の
「
リ
ー
ル
市
」
に
所
在
し
た
大
規

模
な
亜
麻
の
栽
培
農
家
に
滞
在
す
る
こ
と

を
決
意
し
ま
す
。
昼
間
は
麻
の
栽
培
技
術

の
実
地
研
修
、
夜
は
フ
ラ
ン
ス
語
や
最
先

端
の
機
械
工
学
な
ど
、
文
字
通
り
「
寝
食

を
忘
れ
て
」
製
麻
技
術
の
習
得
に
努
め
ま

元
号
「
昭
和
」
の
考
案
者
の
兄

　

第
１
回
の
「
国
際
博
覧
会
」
が
ロ
ン

ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
翌
年
の
嘉
永
５
年

（
１
８
５
２
）、
現
在
の
み
や
こ
町
勝
山
上

田
で
、
吉
田
健
作
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
彼

の
14
歳
年
下
の
弟
が
元
号
「
昭
和
」
の
考

案
者
、
吉
田
増
蔵
で
す
。
健
作
は
、
漢
学

者
の
村
上
仏
山
が
行
橋
市
上
稗
田
に
開
い

た
私
塾
「
水
哉
園
」
に
入
門
し
ま
す
。
こ

の
塾
で
、
最
も
親
し
か
っ
た
学
友
が
、
後

に
内
務
大
臣
と
な
る
末す

え
ま
つ松
謙け

ん

澄ち
ょ
うで
す
。
吉

田
健
作
は
、明
治
７
年
（
１
８
７
４
）
に
「
小

倉
県
」
に
勤
務
し
、
翌
年
２
月
に
上
京
し
ま

す
。
同
年
５
月
に
は
内
務
省
農
務
課
の
勤

務
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
以
降
、
大お

お
く
ぼ

久
保

利と
し
み
ち通
が
特
に
力
を
注
い
だ
日
本
の
産
業
振

興
策
に
深
く
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
久
保
利
通
の
も
と
で

　

明
治
維
新
後
、
日
本
の
近
代
化
促
進
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
が
、「
内

国
勧
業
博
覧
会
」
で
す
。
こ
の
博
覧
会
は
、

大
久
保
利
通
の
主
導
に
よ
っ
て
、
国
内
物

産
の
開
発
、
産
業
発
展
、
輸
出
品
目
の
育

成
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
頃
の
日
本
に
は
「
万
国
博
覧
会
」
を
開

催
す
る
国
力
が
な
く
、
国
内
の
産
業
増
進

を
推
進
す
る
上
で
も
「
内
国
」
の
産
業
を

改
め
て
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
第

１
回
の
「
内
国
勧
業
博
覧
会
」
は
明
治
10

年
（
１
８
７
７
）
８
月
21
日
か
ら
11
月
30

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
８
万
４
３
５
３
点
の

品
々
が
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
品
物
の

収
集
に
あ
た
っ
て
は
前
年
の
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
を
参
考
に
実
施
さ
れ
、

集
め
ら
れ
た
品
々
を
鉱
業
及
び
冶
金
術
、

製
造
物
、
美
術
、
機
械
、
農
業
、
園
芸
の

６
つ
に
分
類
し
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
収
集
に
あ
た
っ
て
所
有
者
と
交

渉
し
た
り
、
博
覧
会
運
営
の
事
務
に
携
わ
っ

た
の
が
、
み
や
こ
町
出
身
の
吉
田
健
作
で

す
。
博
覧
会
の
開
催
中
に
は
、
暴
風
雨
に

よ
っ
て
展
示
施
設
の
壁
が
壊
れ
る
ア
ク
シ

デ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
が
、
健
作
の
即
時

対
応
に
よ
り
、
展
示
品
は
損
壊
を
免
れ
、

健
作
は
そ
の
功
績
が
称
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
期
中
は
、
西
南
戦
争
や
コ
レ
ラ
の
流
行

な
ど
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、
45
万
人

以
上
が
来
場
し
、
博
覧
会
は
成
功
を
お
さ

め
ま
し
た
。
吉
田
健
作
が
携
わ
っ
た
「
第

１
回
内
国
勧
業
博
覧
会
」
は
、
そ
の
後
日

本
で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
運
営
の
基
礎
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
製
麻
の
技
術
取
得

　

吉
田
健
作
は
、
産
業
振
興
策
の
中
で

も
、
特
に
麻
や
亜
麻
、
綿
素
材
を
平
織
り

し
て
作
る
厚
手
の
布
地
で
あ
る
「
羽
布
」

や
「
帆は

ん
ぷ布
」
の
機
械
化
に
よ
る
大
量
生
産

が
急
務
で
あ
る
と
訴
え
ま
す
。
こ
の
当

時
、
軍
服
、
背は

い
の
う嚢
、
テ
ン
ト
等
の
装
備
品

か
ら
、
プ
ロ
ペ
ラ
動
力
戦
闘
機
の
翼
に
張

る
「
羽
布
」
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の
軍
需
品

は
、
麻
製
品
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

戦
争
な
ど
有
事
の
際
に
は
、
こ
の
よ
う
な

「
軍
需
物
資
」
を
他
国
か
ら
輸
入
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
ま
た
国
内
の
帆
布
生
産
も
江

戸
時
代
以
来
の
手
工
業
に
頼
っ
て
い
た
た

め
、
軍
隊
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
健
作
は
、
日
本
の
気
候
・
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博
覧
会
と

　
　 
吉
田
健
作

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝


